


















































































































































































































































































































概　　　　念 次　　　　元 インディケータ スケールの方向
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概　　　　念 次　　　　元 インディケータ スケールの方向






あいまい性許容度 低成功確率許容度 1（低）　　（高）5PERSD2 PERSO5
遂行あいまい性許容 1（低）一（高）5?
PERSO6
権威拒絶度 命　令　拒　絶　度 1（低）　　（高）5PERSD3 PERSO7
指　示　拒　絶　度 1（低）一（高）5PERSO8


























































生産部門 61 0 136 3 200
営業部門 79 0 186 10 275
研究開発部門 37 0 77 2 116
計 177 0 399 15 591
また，勤続年数の平均値と標準偏差はそれぞれ，管理者については19．0年，
5．3年であり（N＝175），従業員については12，6年t76．7年である（N・・408）。
　（2）調査方法とデータ
　本章で操作化した概念はすべて「質問紙法」によって測定されるが，調査
方法という点では「留置法」を採用する。すなわち，質問票はわれわれが直
接持参し，必要な説明と指示を与えて手渡したうえTi，1一・　2週間後に直接
回収に行く。このようにすることで，回収率を大幅に高めることができるか
らである。他方，調査対象の選定は各職場の責任者に一任するが，次の2点
の指示を与えるようにする。第1は，既に述べたように，生産，営業，研究
開発の各部門からできるだけ比例的にサンプルの層別抽出を行なうことであ
る。第2点は，次の図7に示すように，管理者一従業員間のリーダー・フォ
ロアー関係を残した形での抽出を行なうことである。これは，本研究での分
析というよりも，別の研究でのリーダーシップの分析を主として可能にした
いためである（リーダーシップ行動の質問は管理者本人に対して行なう）。
　次に，収集されるデータの種類やレベルについて述べることにしよう。操
作化した概念はすべて質問紙法によって測定され，個々のインディケータは
質問票のなかの質問項目に対応する。質問票は2種類あり，1つは従業員を
対象とし，他は管理者を対象としている。
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図7　サンプル抽出の方法
管理者
（課長）
管理者
（係長）
従業員 従業員
　他方，データのレベルでいえば，管理者データのなかには管理者個人のデ
ータではなく，その管理者がリーダーとなっている集団（部や課，係）全体
のデータが含まれている（たとえば，遂行や欠勤，離職）。そこで，以上の諸
点をよりわかりやすくするために，各概念について入手される管理者データ
と従業員データ，ならびに個人レベル・データと集団レベル・データを比較
対照した表を次に示すことにしよう。この表では，※を付した箇所は個人レ
ベルのデータが入手されることを示し，※※を付した箇所は集団レベルのデ
ータが入手されることを示すものとする。また，ブランクの箇所はデータが
入手されないことを示している。
表12入手されるデータの比較対照表
概念・次元・インディケータ 管理者データ 従業員データ
期待型モティベーション ※ ※
組織有効性・目標達成（遂行） ※※
組織有効性・緊張処理（欠勤） ※※
組織有効性・緊張処理（離職） ※※
職務満足 ※ ?
疎　　外 ?
同一化 ?
パーソナリティ要因 ※ ?
（1）※は個人レベル・データ。
　※※は集団レベル・データ。
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